
消費構造の変動について

I

中山慶一郎

は　じ　め　に

　本橋は所得分布の変化がどのような沁賢構造の変動をもたらすか，また

消費構造の予測を如何にして行なうかについて, Iyengai"教授のモデル

　∩〕を手がかりにして，一つの理論模型を提出けるものである．

　いま消賞者の所得分布が対数正規分布をするといケ仮定と，所得と消費

との関係をエングル係数が一定となる両対数エングル曲線を想定すれば，

エングル係数と集中度との問には関数関係が存在する〔2〕．すなわち集中

度とエングル係数は，エングル係数が1より大きくなればなるほど集中度

は大になり，逆にエングル係数が1より小さくなればなるほど小さくな

る．また集巾度は所得分布のパラメータである分散のがが大きいほど大に

すこり，（戸が小さいほど小になる．換言すればエングル係数が一定のときの

Jの値が大きくなるにつれて不平等度が大とな仏aの値が小さくなるに

つれて不平等度が小となる．

　そこで所得分布の変化が消費水準，消費構造の変動にどのような影響を

もたらすか，所得分布のパラメータの変動によって測定することにする．

||

問題の定式化

　まず第一に消費水準をどのように測定するかを考えてみる。消費水準は

ある特定時点における消費パターンを示すものであるから，消費比率
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(expenditure share）によって測定出来る．従って消費構造の変動は所

得に対するある項目の消費支出の割合の変動によって測定することか可能

であろう．

　二時点問のm費水準の変化は二つの要囚，所得変化と価格変化によって

規定されるものと考えると，所得増加は一般に消費の増加をもたらす．こ

の場合実質所得の増加は消費構造の変化をもたらすが，名目所得の増加は

消費構造の変化をもたらさない．また物価水準の変化は名目所得の変化を

もたらすに過ぎないが，相対価格の変化は実質所得の変化をうながし消費

構造を変動せしめる．

　いま所得分布か対数正規分布（lognormal distribution）をするものと

すれば，この分布のパラメータの変動が消費水準の変化を示すことになる．

　..I廿帯当りの所得をxとすれば，基準時点のエの周辺分布は．

　　　　g（x)＝A（d,が）

ただしA（肌戸）=√乱／ ｾﾞﾝ{logx‾O)"^

　g(功は対数正規分布をする．平均∂は位置のパラメータであって, θ

の変動は名目所得の変動と同様な効果をもたらすもので，消費パターンに

変化がないとすれば消賢構造には変動をもたらさない．分散がはスケール

のパラメータで> "■の変動は相対価格の変化による実質所得変動と同様な

効果を有し，消費構造の変動，従ってまた集中次の変動をもたらすものと

考えられる．一般に所得が人きくなるにつれて所得の散布度は増大するの

で, eの増加は同時にaの増加をもたらす働きかおる．

　比較時点のズの周辺分布は

　　　　g'*(x)＝A(θ*,が＊)

　丿をある項目に対する一世帯当りの支出とすれば，一世帯当りの所得が

ズなるとき特定項目川こ対する平均支出I,すなわちエングル関数に相当す
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るものは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･

　　　　<p(x)＝E(y＼x:)

　また，所得分布がg(めのとき，ある項目丿に対する一他宗;当りの平均

支出は，

　召(φg)＝φ(x)g(x)dx

となる．

　二時点間の消費水準の変動を消費割合の変化によって測定するものと定

義したので，

　　　　回付諾指子犬

=づ牝牡言⑤］
で表わすものとする．

　次にエングル係数ηか一定となる両対数型エングル関数

　φ(め＝ノ1ガ

を仮定する．

　すると．
　　　　　　　　　　　　2)

　Eφ＼g)＝Ae^"十手刀2^2

ここで所得の増加率をaとすると，

　　　　に十α)E(x)= E(x*)

　　　　E(x)＝／十方が

1 ）E（x）=
{xg(.x）ゐ:, E{x＊ト＼:i＊g（x*）dx･各々遅塵時･比較時における平均所得．

　　　　　　　0　　　　　　　　　0

2）参考文献〔3〕p. 8（2.6）式を見よ.
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　　　　　E＊(め＝e

であるから，

1十α＝e
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∂＊＋号

(0*一の十手(♂2－が)

故に，

　　　7＝100

ﾚ(θ″*‾匈)十‾べO.＊≒＊2‾がが)

。
ﾊﾟ‾∂＊)十

－1

｣

　一般に言って，このfが正ならばある項目丿に対する消費割合が増大し，

負ならば減少し，零ならば不変となる。

　平均所得E(めは∂とaを同時に含むので位置のパラメータとしては不

遇当てある。そこで中位数を用いることにする｡

　　　　凪(め＝♂

　　　　ルひ(め＝♂＊

　　　　　　　　θ*－0

　　　　1十び＝e

これを用いると，

　　　　/゛100

ﾚ(θ叩‾物)十士(″＊≒＊'^‾がが)

｡
/＊‾汐
－1

｣　　　　　

(1)

となる。

!l　予測モデル

　う役的に消費構造の変勁は(1)式で示されるが，基準時と比較待のエング

ル係数が一定である場訃を考察することにする．このことは比較的短期間

にわたっては消川竹ﾘが安定していると考えられるので無理な仮定ではな

いと思われる．
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故にη＊＝りを(1)式に代入して

　(θ＊－のη十士(♂^ －が)が　e＊－d

β　　　　　　　　　　　　　，e

となる．

　ここで集中次との関運を考察してみるならば，消費支出lの所得に対する

ローレンツ曲線を描けば，消費支出の集中度£および特定な支出項目に対

する脳は，

£=叫焉卜

£.=2φ(ユ)-l

　　　　　　　　　D
で表わされる． ただし，

π
工
に

’
～
づ

0
　

彭

が

ち心〃一心心
^

冶

同様に比較峙の集中使L* Ls*は

び= 2φ(ﾆ)-1

T＊=回付卜1

となる．

　上式を変形して

ﾍﾞ斤⊃ル巾

ごVごφ-' 辻(十乙1

(7＊＝妁(j-づ士(1十び)j

1）参考文献C2〕p. 127を見よ，
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ここで集中度の変化率βを導入して

　　　　£＊＝(1－β)乙

なる関係を想定すると，

同様に

■■i=√ざφ-I[古{1十(1－/3)£}]

凹゜√ざφ-1にj十乙)}

♂*rj=へ√ざφ-I[I''十(1－β)母]

　　　(!)'において1十a ＝e

を代人すると

6＊-e

C(β,か＝e
十が(戸^－が)

　　　　/,,,s＝100〔C(β刀)l十α)''-'－!〕　　　(2)

となる．

C (β,v)は叩とβによって決まる定数で,ある。βはa*, ♂*r,に含まれて

いる，従って乱は府遊構造の変動を表わし，エングル係数叩が与えられ

るとすれば. I卵は所得水準の増加率αと集中使の変化率β，すなわちa

の大きさによって決まるわである。消費構造の変動を予測する場合，叩を

一定と考えれ凪aとβ或いはαとaとのを推定することによって消遊資

造の変化を予測することが可能である。

　次にこのモデルを検討し消費構造の変動を予測するために，パラメータ

に特定のｲ直を入れてみることにする｡

　Case A.　β＝0のと乱　すなわち集中次に変化かない肘金，この場合は

所得分布のパラメータであるaが一定(a*＝めであるから，

従って

C(β,yj)ぺ
{ず(がにが)

＝■]
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　　　　/,,,0(η)＝100[(1十α)''-'－1]

　1)α＞0 (θ＊＞○とする．すなわち所得水準加増加していると，

　　　　v＞iならばん,o(η)＞0

　　　　r;＝lならば几,o()7) ＝O

　　　　ηく1ならば八Uv)く0

　エングル係数力町よりも大なる支出|項目に対しては消費比率が増加し，

エングル係数か1に等しい項目に対しては消費比率が不変で，エングル係

数が1より小なる項目に対しては消費比率が減少することになる.

　2)悩＝Oのと含は. いこ関係なく常に

　　　　/n,0(l?)==O

　3)α＞O(砂≪∂)所得水準が下降する場合は

　　　　v＞トならば几,o('y＜O

　　　　η＝＼ならば几,o(-'?)=O

　　　　V＜1ならば扁o晦)＞0

　この場合は1)のα＞Oのときの逆になる。

　Case B. β＞O脳＞(戸)すな才)ち集中度が小になる場合．

　　　　　　　　　　十が(♂^－が)
　　　　C(/3,示）＝e　　　　　　　＜1

　　　　/,,,5＝100〔C(βべ)(l十a)-に1〕

1)α＞Oとすると

　叩⑤工ならばん(○く0

　η＞1のとき

　一息的に消散構造の変胆は決定出来ない。

　2)α= 0ならばLφ叩)く0

　3)aくOのと乱

　　　　於lならば/<.,a(>?)≪0

　　　　叩く1ならば几衣η)は一憲的に決まらない。
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Case C･　β＜O(a*＞○のとき，

　　　　　　　　　　士が(ff＊2－が)
　　　　C(紬)=e　　　　　　　＞1

　丿　α＞〇のとき

　　　万≧1ならばL衣刀)＞0

　　　v＜iのときん,バま一意的に決まらない．

　2)　a ＝0ならば几,β(り)＞0

　3)α＜Oのとき

　　　り≦1ならば几Aη)＞o

　　　v＞lならば八,,!('?)は一一息的に決まらない．

　以上を簡単に要約してみると，主として集中度が小さくなると乱すな

わち一般に所得の散らばりが小さくなって所得隔差が狭まる傾向にあると

乱消費水準が上昇し，逆の場合，集中度が大となって所得隔差が大古く

なる場合は消背水準加下降する傾向にある．

IV　お　わ　り　に

　このモデルはIyengar 教授のモデルを修正したものであって，修正し

た点け消費構造の変価を消荷割合の変化によって測定しようと試みた点と，

平均消費支出を算術平均でなく牡位数を用いた点てある。その結果として

得られたモデルは比較的簡単で見通しのよいものになっているものと考え

られる肌　モデルの有効性は笑際の資料による計算が必要である。この点

については別の欧会にゆづることにしたい。
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